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ワンダフリーの気泡径分布 
  
 東京海洋大学の石丸研・賞雅研の川上氏が、ワンダフリーを使い実験した空気流量の変化に対 

する気泡径分布データーから、ワンダフリーのマイクロバブル発生サイズを検証した。 

 
 空気流量が 0.1～1.0 Lmin 

－１

の範囲においては、いずれもマイクロバブルが発生しており、特

に 0.1～0.2 Lmin 
－１

の空気流量のとき、気泡径 20～30μm のより小さなマイクロバブルを大量 

に発生していることがわかる。 

 

各空気流量における気泡径分布 
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気泡画像 空気流量 0.1 Lmin 
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 気泡画像 空気流量 1.0 Lmin 
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